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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成26～27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

開催回

【第２回】

【第３回】

【第４回】

【第５回】

【第６回】

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　法定協議会である「添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会」を、平成26年度においては4回、平成２７年度については１回開催し、年度ごとの実施
事業推進のための検討～報告及び意見聴取を行った。特に、平成２６年度末については、本計画の変更に係る協議・検討いただき、計画変更を行った。
　また、平成２７年４月より、庁内においてもより観光との連携を密にするため、文化財係と観光係を同じ「まちづくり課」に配置する機構改革を実施した。

　本計画の推進、実施にあたっては、計画策定時同様にまちづくり課文化財係が事務局を担い、歴史まちづくり法第11 条に基づく添田町歴
史的風致維持向上計画推進協議会において計画推進や計画変更、円滑な事業の実施に向けた協議を行い、事業を推進することを基本と
する。
　計画の推進や事業の実施に際しては、国や福岡県の指導を仰ぎながら、庁内の関係各課との連絡調整を行いつつ、事業対象となる文化
財の所有者や周辺住民等と協議の上、一体となって事業を推進する。

計画の実施方法及び実施体制

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

開催日

H26.6.25（水) 

 11.13（木）

H27.１.22（木）

3.16（月）

6.24(水)

検討内容

・歴史的風致維持向上計画の認定報告
・事業実施スケジュールの確認

・本年度実施事業の状況報告
・次年度実施予定事業の検討

・計画変更（案）の協議

・計画変更の確認
・本年度実施事業の状況報告

・本年度実施事業の状況報告
・次年度実施予定事業の検討

第３回 添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会

（Ｈ２６．１１．１３開催）
第６回 添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会

（Ｈ２７．６．２４開催）

添田町－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成26～27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

　景観行政団体への移行に向けて、庁内推進会議等で検討進めている。
　また、屋外広告物についても検討を行うため、平成26年度においては、既設置サインのうち公共サイン分設置・管理状況調査を実施した。
　平成27年度においては、特に周囲の景観を阻害しているサインの有無について調査を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸②-1

　重点区域として設定されている英彦山区域や添田本町等区域は、脈々と受け継がれてきた固有の景観を後世に継承していくため、歴史・
文化を尊重した景観形成を図ることが求められる。
　そのため、景観行政団体へ移行するとともに、景観法に基づく景観計画の策定を計画期間内に検討する。

重点区域における良好な景観を形成する施策

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

項目

屋外広告物法における屋外広告物の適正な維持管理

既設置サイン

総合案内板 １８カ所

町境サイン ４カ所

誘導サイン ７２カ所

施設看板 ４９カ所

啓発サイン １２カ所

計 １５５カ所

既設置サインの調査

（平成２６年度は公共サインを主体に調査）
基設置サインの景観阻害状況を調査

（平成27年度は景観阻害の有無を調査）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２６年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

項目

中島家住宅保存活用計画策定事業

平成26 年度

文化財建造物等を活用した地域活性化事業

昭和52 年１月に重要文化財に指定され、平成25 年度に町が取得した中島家住宅は、損傷が進行しており、今後の保存修理及び公開活用
を計画的に行うため、文化財調査を実施の上、保存活用計画を策定する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　中島家住宅保存活用計画策定委員会を設置し、第１回委員会をH26.11.13に開催し、H27.1.22に第２回委員会及びH27.3.16に第3回を開催し、専門的な見
識からの検討を行うとともに、県教育委員会や文化庁等の関係機関からの指導により、平成26年度末に策定した。（文化庁の認可：平成27年7月）

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

文化庁担当調査官による現地調査及び指導の様子

（平成２６年１０月１７日）

平成２６年度に策定した 保存活用計画の【抜粋】

添田町－3



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

評価軸③-２
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

中島家住宅保存修理事業

平成27 年度～平成31 年度

重要文化財（建造物・美術工芸品）修理

重要文化財に指定されている主屋の保存修理を実施する。また、耐震診断を実施の上、必要に応じて耐震補強を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　本計画に基づき、中島家住宅保存修理事業については、平成２６年度に策定した保存活用計画に基づき、平成２７年度から取り組むこととし、設計監理
業務を担う事業所と内部協議を進めていた。
　しかし、事業所による調査の結果、地盤沈下に伴う建物の歪みが想像以上に大きく根本的な修理が必要になり、それに伴い莫大な費用を伴うことが判
明した。
　財政規模の乏しい本町にとって相当の負担となることから、本年度については、県（文化財保護課）等からの指導を仰ぎながら、設計監理を担う業者と検
討を行うとともに、実施に向けて庁内との調整・検討に留まった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

調査の結果、判明した母屋の傾きを表す図（最大 傾き３７㎜）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-３

　中島家の活用のために、駐車場・トイレ等の便益施設の導入について、周辺住民との協議により意見聴取の実施。
　庭園の適切な維持を図るため、町単独事業にて草刈り業務を実施（５月・１０月）。
　中島家とその街並みに訪れる方々の憩いの場を整備するための用地（３１７．３５㎡）を取得し、既存家屋の撤去及び整地を実施。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成27 年度～平成31 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

策定した保存活用計画に基づき、今後の公開活用に向けて、文化財に指定されていない蔵や庭園等の活用整備、駐車場等の便益施設の
整備を実施する。
また、円滑な公開活用のために、施設説明板等の整備とパンフレットの作成も併せて行う。

項目

中島家住宅活用整備事業

中島家とその街並みに訪れる方々の憩いの場整備のために取得した用地

中島家庭園の草刈の様子

添田町－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

英彦山地区再興整備方針策定事業

平成27 年度～平成28 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

英彦山門前町全体において、来訪者のニーズの把握や現有公共施設の利活用、各施設の周遊性の向上、参詣者や観光客の誘導等の総
合的な検討を行い、英彦山門前町全体の観光や地域住民と来訪者等の交流を促すための施設整備の方針を策定する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　各分野（まちづくり・観光・建築）の専門家と関係する観光施設及び地元選出者による策定委員会を設置し、来訪者実態調査結果に基づき、平成２７年１
２月２８日から平成２８年３月２４日までに計４回の委員会を回開催し、英彦山地区全体及び関連施設ごとの施設のあり方等の検討を行ってきた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-４

第１回 策定委員会の様子

（平成２７年１２月２８日）

英彦山地区再興整備構想（抜粋）

 

大学教授（ランドスケープ・庭園関係） 

大学准教授（芸術）【地元出身者】 

観光専門家（旅行業者） 

一級建築士 

地元活性化団体代表 

地元（行政区・観光協会） 

関連施設管理者 

行   政 

策定委員（１１名：関連施設管理者４名））

第３回策定委員会前の委員による現地調査（英彦山体育館）

（平成２８年３月１０日）

添田町－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２６年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

町が新規設置するサインのデザインを統一し、周遊路としての一体感を創出するため、案内板等のデザイン方針を策定する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　公共サインの色彩、デザイン等を統一するとともに、検討したデザインによるサインの設置個所等について、庁内の関係各課で組織した「公共サインガイ
ドライン策定委員会」にて、合計4回の協議・検討を重ね、平成27年3月に「添田町公共サインガイドライン」を策定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-５
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

案内板等デザイン方針策定事業

平成26 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

第４回 策定委員会の様子（Ｈ２７．２．２５開催）

平成２６年度に策定した 公共サインガイドライン

策定委員による仮サインを設置しての検討

（平成２７年２月２０日）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

案内板等整備事業

平成27 年度～平成35 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業・街なみ環境整備事業の効果促進事業）

歴史的建造物等の資源に設置されている案内板や誘導サインのうち、経年劣化等によりその機能を発揮できていない物を除去するととも
に、未設置の資源も含めてデザイン方針に基づいた案内板等を設置する。併せて、交通結節点等に総合案内板を設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成２６年度に策定した『添田町公共サインガイドライン』に基づき、平成２７年度においては、設置２カ所・撤去９カ所を行うこととしていたが、設計書の作
り直し等が発生したため、平成28年6月まで工期延長することとなった。
　なお、施工業者との契約は平成２８年３月に締結した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-６

町道 鳥迫・大行事線 表示デザイン案

平成２７年度施工個所（設置２か所、撤去９カ所）

県道 八女～香春線 表示デザイン

添田町－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

岩石城跡の遺跡、その城下町として整備され添田手永の中心を成した町割りにある中島家住宅（重要文化財）や中村家住宅（町指定文化
財）、添田公園を一つの周遊路とて捉え、一体的な文化財・観光地巡りができるようガイドブックと観光マップを作製する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　当該地域に精通し、かつ歴史・地理及び動植物に精通した専門家で組織した『編集委員会』により、３回の委員会と併せ現地調査等を行い、平成２８年３
月に発行し、庁舎内及び道の駅等にて頒布を行った（ガイドブック：1,000部、マップ：3,000部）。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-７
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

添田本町・岩石山・添田公園周遊マップ作製事業

平成2７ 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

第２回 編集委員会

（平成２７年１月２２日開催）

完成したガイドマップ（Ａ２判）

完成したガイドブック（抜粋：Ａ５製本）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成26～27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

普及啓発イベント事業

平成26 年度～平成35 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

本町に点在する歴史文化遺産を活かしたまちづくりや歴史的風致維持向上計画の推進のため、勉強会や講演会等の普及啓発のためのイ
ベントを開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　平成２６年度については、『語り継がれる伝統～魅力ある“まち
づくり”の実現へ～』と題し、伝統芸能発表会（彦山踊り・野田獅子
楽）と併せ、地域づくりをテーマにタレント（島田洋七氏）による講
演会を実施。（H27.3.7開催：参加者：約３００名）
　平成２７年度においても、歴まち計画の周知を図るため、歴史
文化に関する講習会と併せ２講座を開催。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-８

文化庁担当調査官による現地調査及び指導の様

語り継がれる伝統参加者：約３００名【平成２６年３月７日 開催】

左：彦山踊り 右：観客席の様子

平成２７年９月６日開催 歴まち計画推進プログラム

参加者 ２５名

期   日 参加者 講  師 内      容 

平成 26 年 3 月 7 日(土) 約３００名 
彦山踊り保存会 

野田獅子楽保存会 
島田洋七氏（タレント） 

語り継がれる伝統 

～魅力ある“まちづくり”の実現へ 

平成 27 年 9 月 6 日(日) ２５名 
まちづくり課 
副課長(学芸員) 

岩 本  教 之 

歴史的風致維持向上計画と文化財 

平成 28 年 2 月 7 日(日) ２２名 
まちづくり課 

主事(学芸員) 
西 山  紘 二 

添田町の文化財と古文書 

 

平成２８年２月７日開催 歴まち計画推進プログラム

参加者 ２２名
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成26～27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

添田本町等地区 英彦山地区

第１回
Ｈ２７．１０．３

２４名
Ｈ２７．１０．１０

２４名

第２回
Ｈ２７．１１．２６

１２名
Ｈ２７．１１．２７

７名

第３回
Ｈ２７．１２．１５

８名
Ｈ２７．１２．１６

９名

第４回
Ｈ２８．２．１４

２０名
－

重点区域である英彦山区域及び添田本町等区域において、歴史文化遺産の保存・活用に係る文化財保護・まちづくり団体の設立を支援す
る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　添田本町等・英彦山地区の２地区において、地元住民が主体となったまちづくり団体の設立に向け
て、平成２６年度においては、地元説明会の実施等の準備を行い、平成２７年度においては、左表の
とおりワークショップを開催し、設立に向けた検討を行っており、徐々にではあるが、設立に向けた地
元の意識向上のためのイベント等を開催しようとする動きになりつつある。

状況を示す写真や資料等

評価軸③-９

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

まちづくり団体設立支援事業

平成26 年度～平成35 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

文化庁担当調査官による現地調査及び指導の様

第１回 添田本町等地区ワークショップ

（平成２７年１０月３日）

参加者 ２５名 参加者 ２２名

第３回 英彦山地区ワークショップ

（平成２７年１２月１６日）

第４回 添田本町等地区ワークショップ【八女市先進地視察】（平成２８年２月１４日）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

　平成２７年度においては、町内小学校（５校）の協力を受けながら、添田町の歴史・文化に関するテキスト（８０ページ、フルカラー、３００部）を作成した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-１０
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

児童・生徒に対する意識向上推進事業

平成27 年度～平成35 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

　後世への伝承者である児童・生徒に対し、町内の小・中学校と協力しながら、添田町の歴史や歴史文化遺産に関する授業に取組むた
め、テキストを作成するとともに、授業への学芸員等の派遣、文化財の現地見学等の本町の歴史文化への意識向上に資する取組みを実
施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

作成した歴史テキスト

右上 ：表紙

左中：英彦山がらがら

右下：英彦山のはじま

添田町－12



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

【民俗芸能文化財等伝承支援事業】神幸祭等の祭礼や神楽等の伝統芸能を行っている活動団体に対して、活動の維持や後継者育成に資
する活動経費の一部について、助成金を交付し支援する。
【まちづくり団体育成支援事業】本町に点在する歴史文化遺産を保存・活用するため、歴史文化遺産の保存・活用に係る文化財保護・まち
づくり団体の活動経費の一部について、助成金を交付し支援する。

項目

民俗芸能文化財等伝承支援事業・まちづくり団体育成支援事業

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　事業実施のため、平成２７年６月に交付要綱等を制定し、同年７月号の広報と制度制定に関する説明会を実施し、周知を図った。
　民俗芸能文化財等伝承支援事業については、１団体から申請があり、会員募集及び情報発信のためのポスター制作費に係る費用の一部を助成し、ま
ちづくり団体育成支援事業についても、１団体からの会員募集及び情報発信に係るホームページ作成に対し、補助金を交付した。

制度制定説明会 【参加９団体】

民俗芸能文化財等伝承支援事業を活用して

作成されたポスター

まちづくり団体育成支援事業を活用して

作成されたホームページ
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成26～27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

英彦山史跡指定に向けた取り組み

　英彦山には、修験窟等の修験道に関する遺跡などが数多く点在するとともに、英彦山神宮参道には、現在も地域の人々が生活する宿坊
がある他、石段や石垣、石塔等の工作物が残されているが、経年劣化による損傷が進行している。これらを後世に継承するため、本計画年
度内に、文化財保護法に基づく史跡の指定に向けた調査・保護措置の検討を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　史跡指定に向けた民俗・建造物・美術工芸調査等を実施（平成２６年度：述べ４１回、平成２７年度：述べ１１回(H2７.2末日時点)）
　英彦山調査指導委員会の開催（平成２６年度：３回、平成２７年度：３回）
　英彦山調査報告会の開催（平成２７年１１月２３日）
　英彦山調査報告書の刊行（平成２８年３月）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

調査報告会 ポスター

英彦山調査指導委員会（Ｈ２６．６．６開催）

【検討事項】

・調査進捗状況の報告

・報告書に係る掲載内容等の検討

・史跡指定に係る範囲の確認

民俗部門指導委員による現地調査の様子

Ｈ２６．１１．２４に津野地区で開催された

宮日祭で地区住民からの聞き取り調査

調査報告会の様子（Ｈ２７．１１．２３開催）

上：観客席の様子

下：民俗部門担当委員の報告
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成26～27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の防災に関する取り組み

　防災教育・訓練は、文化財の所有者等に対して防災に係る周知啓発と防災教育に取組み、文化財防火デーには、町消防団と連携して文
化財施設での消火訓練を実施する。
　また、美術工芸品等の有形文化財は、防犯環境設計の考え方に基づき、盗難にあわないよう防犯設備の設置を推奨するとともに所有者
の意識改善等により、防犯性能の向上を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　昨今仏像などの盗難事件が多発しており、本町においても平成２５年度に中元寺地区にある町指定文化財「十二神将像」のうち３体が盗難される事件が
発生している。そのため、平成２６年度において盗難抑止と万が一盗難にあった際の対策として、英彦山山伏文化財室（スロープカー花駅）の防犯カメラ等
設置工事を実施した。
　防災に係る周知啓発として、毎年文化財予防デーに併せて、消防署と地区消防団における指定文化財の巡視点検を行うとともに、消防署による消防点
検を実施している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

スロープカー花駅入り口に設置した防犯カメラ 設置した山伏文化財室内の防犯カメラの映像を映すモニター

文化財予防デーに行った消防署との指定文化財の消防点検の様子

左：国指定重要文化財 中島家住宅 右：国指定重要文化財 旧数山家住宅
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成26～27年度

西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、毎
日新聞、日刊スポーツ

季刊「のぼろ」での英彦山特集

状況を示す写真や資料等

英彦山調査報告会

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

西日本新聞出版

H27.11.24
西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、毎
日新聞

平成２７年秋号

評価軸⑤-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　計画認定に関する記事が全紙に掲載され、町内外への周知とともにＰＲにも繋がった。それに関連した歴史・文化に関する情報・イベントも新聞・テレビ等
のメディアに取り上げられ、町内外へのアピールとともに町民の文化財に関する関心が高まった。

過去から未来へつなぐ歴史と文化のまちづくり

掲載紙等

歴史的風致維持向上計画認定 H26.6.24(H26.7.2)

町広報

効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日

平成２６年７月号

町広報（7月号）に掲載した特集記事

歴まち講座開催【平成２７年９月７日 西日本新聞朝刊】英彦山調査報告会【平成２７年１１月２４日 西日本新聞

歴まち認定【平成２６年６月２４日 西日本新聞朝刊】

※西日本新聞新聞掲載については、平成28年3月15日付けで許諾済
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成26～27年度

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

　本町の歴史・文化に関する情報発信とともに、歴史的風致維持向上計画認定を周知するため、スポーツ新聞風チラシを作成（20,000部）し、町内の関連
施設はもとより、福岡市・北九州市の施設や駅に据え置き配布を行ったことにより、問い合せが相次ぐなど好評を博した。
　また、歴まちの周知を図るために要約版を作製し、会合等で配布することにより、ふれあいの会などが自主的に歴史的文化財でのイベントを開催するな
ど、徐々にではあるが歴史的風致の認識及び歴史を活かしたまちづくりに対する気運が高まってきている。

歴史的風致を高めるための取り組みの推進

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

その他（効果等）

項目

評価軸⑥-1

　歴史的風致の認識を高めるための取組みは、情報発信のための媒体を作成するとともに、歴史的建造物や交通結節点等での情報発
信、歴史文化遺産の保存・活用に係るまちづくり団体との連携による情報発信を行うことで、町内外の人々の歴史的風致の認識を向上させ
る。

歴史的風致認定の周知のための

スポーツ新聞風チラシ

２０，０００部作成（Ａ２判）

国指定重要文化財 中島家住宅で行われた

町三行政区ふれあいの会（Ｈ２７．１０．３１開催）

添田本町等地区（重点区域）の昔の街並みを紹介している様子 歴史的風致認定の周知のための

歴史的風致維持向上計画の要約版【抜粋】

１，０００部作成

Ａ４判 １２ページ
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平成27年度
・法定協議会等におけるコメント

（今後の対応方針）
・中島家周辺の駐車場やトイレの整備にあっては、近隣住民の方の意見もうかがいながら、整備
計画を進めていく。
・講演会等の広報については、より広い地域・年齢の方に来ていただけるよう工夫する。
・案内板等は、日・英を基本とし、中・韓も地名等基本事項だけでも記載できるよう配慮する。
・テキストについては、指導者への研修も計画的に進めていく。

（コメントの概要）

・中島家住宅活用整備については、駐車場、トイレ等の速やかな検討・対応が必要と思われる。

・中島家の見学は、現在、歪み等により、危険なため、通常は外観の見学のみとなっているが、
岩石城にかけての通りを含め、周遊できるような計画をすすめていく必要があると思われる。

・英彦山総合調査報告会について、広報活動不足であったように思う。今後は、近隣市町村以外
にも広く広報をしていってほしい。

・案内板等デザイン方針、整備事業については、今後長く設置されることを踏まえ、誰がいつ設置
したのか分かるようにする必要があると思われる。また、中国、韓国からの旅行者のことも考えて
多言語対応も検討が必要と思われる。

・「岩石者」及び「岩石山山のぼりマップ」については、町外で手に取ることができ、来てみたいと
思えるような配布が望ましい。山の日（8/11）も始まるため、イベント等あればなお良いと思われ
る。

・児童・生徒に対する意識向上推進事業で作成したテキストについては、教師向けの指導用テキ
スト等あればより良い取り組みとなっていくと思われる。

コメントが出された会議等の名称：　添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式４）

評価対象年度

会議等の開催日時：　平成２８年４月２１日（木）午後２時００分から午後４時００分まで

会議風景

添田町—１８


